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   会長あいさつ 
 

会員の皆様には行政書士業務にご精励のこととお慶び

申し上げます。 

 平成１７年５月に会長に選任され早いもので、はや４年が

過ぎてしまいました。 

 本年５月に開催されました本会定時総会に３たび会長に

立候補させて頂き、当選をさせて頂きました。改めて厚く御

礼を申し上げます。 

 過去４年何とかやってこられたのは会員諸氏のご理解、

ご協力があった賜物と重ねて感謝する次第であります。特

に副会長、理事、監事、各部員、各委員の方々には本当

にお世話になり、紙上をお借りして改めて御礼を申し上げ

ます。 

 さて、今期２年間で本会をどのようにして牽引すれば良い

のか、この厳しい時代にあって、行政書士がどのように生き

残っていけば良いのか、本当に大変な事業の推進になる

ものと思料するものであります。 

役員各位をはじめ、会員諸氏にはより一層のご理解、ご協

力が無ければとても無理なので、よろしくお願いいたしま

す。 

本会としては社会貢献にスタンスを置いて、特にＡＤＲ、

成年後見に力を注ぎたいと考えています。 

ＡＤＲは現状では弁護士会と交渉している段階であり、法

務省との事前の打ち合わせは終了しています。 

           那智の瀧 撮影：新東支部 矢口 矩生さん 

 

また成年後見は８月に４日間の集中研修を行い、ＮＰＯ法

人和歌山後見サポートセンターと歩調を合わせてこの業務

に携わる予定にしております。 

今後も更に研修を行い、社会のニーズに応えられる行

政書士の育成に全力を挙げたいと考えています。 

 しかし、何と言っても個々の会員が日々研鑽に努め、行

政書士としての能力を向上させることこそが最大の武器に

なるものと確信するものであります。 

最後になりますが、会員各位の益々のご発展、ご健勝、

ご多幸を祈念し、本会への更なるご理解、ご協力を賜りま

すようお願いを申し上げる次第であります。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
いまゆきます。。 

軽快なフットワークが自慢 

☆宮上明子アナのほのぼの日記♪  より 




































